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私
か
ら
は
被
災
地
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

被
災
地
の
雇
用
の
現
状
を
象
徴
す
る
言
葉

は
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

震
災
直
後
の
一
時
期
、
被
災
地
で
は
、
多

数
の
離
職
者
が
発
生
し
、
求
職
者
が
急
増
し

ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
前
に
長
い
行
列

が
で
き
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
、
復
興
需
要
の
増
大
で

求
人
が
増
加
し
、
全
般
的
に
は
被
災
地
の
雇

用
情
勢
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
一
月
の
有

効
求
人
倍
率
を
み
る
と
、
宮
城
県
は
一
・
二

五
倍
と
全
国
一
位
、
福
島
県
は
一
・
二
三
倍

で
二
位
、
岩
手
も
一
・
○
○
倍
で
八
位
と
い

ず
れ
も
全
国
平
均
の
○
・
八
五
倍
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

公
共
職
業
安
定
所
別
に
み
る
と
、
沿
岸
部

の
安
定
所
の
求
人
倍
率
は
県
平
均
よ
り
も
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
求
人
倍
率
は
求
人
と

求
職
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
表
し
た
も
の
で
、
求

職
者
に
と
っ
て
は
仕
事
が
み
つ
か
り
や
す
い

か
ど
う
か
の
指
標
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
求

人
が
増
え
て
も
数
値
は
改
善
し
ま
す
が
、
求

職
者
が
減
る
こ
と
で
も
改
善
し
ま
す
の
で
、

求
人
倍
率
が
高
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
し
も
被
災
地
の
産
業
や
経
済
活
動
が
順

調
に
復
興
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
す
。

求
職
者
の
動
向

次
に
求
職
者
の
動
向
を
み
ま
す
。
働
き
手

の
母
集
団
に
な
る
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
～

六
四
歳
ま
で
の
人
口
）
を
み
る
と
、
沿
岸
部

で
は
震
災
前
と
比
べ
て
五
％
か
ら
一
○
％
弱

減
少
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

震
災
か
ら
２
年
、
復
興
を
支
え
る

被
災
者
の
雇
用
を
考
え
る

労働政策
フォーラム

被
災
地
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
雇
用
政
策
課
長　

本
多　

則
惠

基 調 報 告
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実
際
に
働
い
て
い
る
方
の
数
で
す
が
、
労

働
力
調
査
で
は
市
町
村
単
位
で
の
集
計
が
難

し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
数
で
み
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
釜
石
所

管
内
で
は
、
被
保
険
者
の
数
は
震
災
前
の
平

成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
一
月
に
比
べ
て

一
・
六
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
他
の
地
域
の

沿
岸
部
で
も
減
少
し
て
お
り
、
気
仙
沼
所
管

内
で
は
一
一
・
六
％
減
で
す
（
図
２
）。
沿

岸
部
で
は
震
災
前
の
水
準
ま
で
企
業
の
経
済

活
動
が
回
復
し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

一
方
、
内
陸
部
を
含
め
た
県
全
体
の
被
保

険
者
数
は
、
岩
手
県
は
二
・
二
％
増
、
宮
城

県
は
二
・
五
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
そ
ら
く
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
に
移
転
し
て

就
職
し
た
方
も
一
定
程
度
存
在
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

有
効
求
職
者
数
は
、
県
全
体
で
み
て
も
、

沿
岸
部
で
み
て
も
、
被
災
前
の
水
準
を
相
当

程
度
下
回
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
は
一
三
・
九

％
減
、
宮
城
は
一
八
・
三
％
減
、
福
島
は
二

一
・
三
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
求
人
が
増
加
し
て
お
り
、
人

手
不
足
と
な
っ
て
い
る
企
業
の
話
を
聞
き
ま

す
が
、
一
方
で
は
、
減
少
し
て
い
る
と
は
い

え
、
依
然
求
職
活
動
を
続
け
て
い
る
方
が
一

定
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

求
職
者
の
性
別
・
年
齢
別
構
成
に
つ
い
て

は
、
震
災
前
に
比
べ
女
性
の
割
合
が
少
し
高

く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
大
き
な
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
（
図
３
）。

さ
ま
ざ
ま
な
就
職
へ
の
考
え
方

求
職
者
の
就
職
に
つ
い
て
の
意
向
を
み
る

と
、「
い
い
仕
事
が
あ
れ
ば
就
職
し
た
い
」
と

い
う
方
も
い
れ
ば
、「
生
活
の
た
め
に
今
す
ぐ

に
も
職
に
就
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
方
も

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

昨
年
一
○
月
末
に
雇
用
保
険
の
延
長
給
付

の
受
給
が
終
了
し
た
方
を
対
象
に
就
職
状
況

を
聞
い
た
調
査
で
は
、
求
職
活
動
を
し
て
い

る
方
の
う
ち
、
五
六
％
は
「
生
計
維
持
の
た

め
の
収
入
を
得
る
者
が
他
に
い
る
」
あ
る
い

は
「
当
面
生
計
維
持
で
き
る
だ
け
の
蓄
え
や

年
金
が
あ
る
」
と
い
っ
た
理
由
で
「
就
職
は

三
カ
月
以
上
先
で
も
か
ま
わ
な
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
三
カ
月
以
内
の
就
職
を
希
望
し

て
い
る
方
が
約
四
割
、
二
四
一
四
人
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
「
生
計
維
持
の
た
め
の
収
入
を

得
る
者
が
他
に
い
な
い
」
が
約
半
分
の
一
二

図１　求職者の動向　（１）求職者数等

図２　求職者の動向（１）求職者数等

図３　求職者の動向（２）求職者の性別・年齢構成

① 生産年齢人口の推移を見ると、沿岸部では減少。なお、45～64歳層よりも、15～44歳層の人口
減少が大きい。

減少数 うち15～44歳 うち45～64歳

22.10.1 24.10.1 （減少率・％） （減少率・％） （減少率・％）

岩手県 795,420 773,516 21,904 （2.8） 12,439 （3.0） 9,465 （2.5）

釜石所 45,613 42,717 2,996 （6.6） 1,485 （7.0） 1,511 （6.2）

宮古所 51,574 48,935 2,639 （5.1） 1,270 （5.2） 1,369 （5.1）

大船渡所 38,923 36,023 2,900 （7.5） 1,746 （9.2） 1,154 （5.8）

22.3.31 24.3.31

宮城県 1,500,581 1,480,975 19,606 （1.3） 18,492 （2.1） 1,114 （0.2）

石巻所 131,926 123,116 8,810 （6.7） 5,427 （7.6） 3,383 （5.6）

気仙沼所 53,832 49,773 4,059 （7.5） 1,948 （10.1） 961 （5.1）

23.2.1 25.2.1

福島県 1,236,286 1,183,067 53,219 （4.3） 35,913 （5.4） 17,306 （3.0）

※ 釜石所管内：釜石市・遠野市・大槌町
宮古所管内：宮古市・岩泉町・山田町・田野畑村
大船渡所管内：大船渡市・陸前高田市・住田町
気仙沼所管内：気仙沼市・南三陸町
石巻所管内：石巻市・東松島市・女川町

〈岩手県人口移動報告年報、宮城県住民基本台帳年報及び福島県現住人口調査より〉

）％、人（〕移推の口人齢年産生〔

1

② 雇用保険の被保険者数（雇用者数）をみると、就職が進み、沿岸部では震災前の水準までは回
復していないが、岩手・宮城では、内陸部を含めた県全体でみると、既に震災前の水準を超えて
おり、内陸部に移転して就職した者も多く存在すると考えられる。

）％、人（〕数者険保被の険保用雇〔

23年1月 25年1月 前々年比 23年1月 25年1月 前々年比

岩手県 344,309 350,539 2.2 宮城県 642,370 658,147 2.5

釜石所 17,989 17,701 ▲1.6 石巻所 41,607 40,253 ▲3.3

宮古所 18,346 18,244 ▲0.6 気仙沼所 18,316 16,186 ▲11.6

大船渡所 16,168 15,470 ▲4.3 福島県 522,676 519,199 ▲0.7

③ これらのことなどから、有効求職者数は、また、県全体でみても、沿岸部でみても、被災前の水準
を相当程度下回っている。

〔有効求職者数〕 （人、％）

23年1月 25年1月 前々年比 23年1月 25年1月 前々年比

岩手県 30,820 26,538 ▲13.9 宮城県 50,763 41,449 ▲18.3

釜石所 1,665 1,356 ▲18.6 石巻所 4,138 3,217 ▲22.3

宮古所 1,702 1,524 ▲10.5 気仙沼所 1,592 1,485 ▲6.7

大船渡所 1,491 1,341 ▲10.1 福島県 39,952 31,430 ▲21.3

震災前後で求職者の性別・年齢構成については、大きな変化は見られない。

計合上以歳54満未歳54

男 (%) 女 (%) 男 (%) 女 (%)

岩手県 23年1月 7,521 (25.5) 9,620 (32.7) 6,623 (22.5) 5,680 (19.3) 29,444

25年1月 6,527 (25.5) 8,486 (33.2) 5,493 (21.5) 5,071 (19.8) 25,577

宮城県 23年1月 14,801 (29.2) 17,062 (33.7) 10,624 (21.0) 8,178 (16.1) 50,665

25年1月 10,955 (26.5) 14,502 (35.0) 8,259 (20.0) 7,677 (18.5) 41,393

福島県 23年1月 10,593 (26.6) 12,916 (32.4) 9,092 (22.8) 7,215 (18.1) 39,816

25年1月 8,656 (27.5) 9,909 (31.6) 7,079 (22.6) 5,729 (18.3) 31,373
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四
八
人
も
い
て
、
こ
う
い
う
方
々
に
就
職
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
優
先
課
題
だ
と
考
え
ま

す
。避

難
者
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
他
の
地
域

や
他
県
に
避
難
し
た
方
を
対
象
に
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
避
難
者
の
三
分
の
一
は
避
難
先

で
の
定
住
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

求
職
者
に
対
し
、
被
災
地
で
求
職
す
る
際

に
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

仕
事
内
容
、
業
種
、
雇
用
形
態
、
勤
務
地
、

通
勤
手
段
、
通
勤
時
間
、
資
格
な
ど
人
に
よ

っ
て
重
視
す
る
点
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た
点
が
求
人
の
内
容
と
合
わ
な
い
た
め
、

求
人
の
量
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
就
職
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。

求
人
確
保
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を

こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策

が
、
一
つ
は
求
人
の
確
保
、
も
う
一
つ
が
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
解
消
で
す
。
求
人
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
に
よ

る
当
面
の
雇
用
の
場
の
創
出
に
よ
り
、
被
災

三
県
で
合
わ
せ
て
約
五
万
七
○
○
○
人
が
就

職
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
事
業
復
興
型
雇
用

創
出
事
業
に
よ
る
本
格
的
な
雇
用
の
場
の
創

出
で
は
三
県
計
で
約
一
万
人
が
就
職
し
ま
し

た
。ミ

ス
マ
ッ
チ
の
解
消
策
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
個
々
の
求
職
者
に
対
し
、
き

め
細
か
な
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
求
職
者
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
て
、

相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
就
職
面
接
会
や
事

業
所
見
学
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
震
災
以
降
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
二
七
万
件
の
就
職
が

決
ま
り
ま
し
た
。

多
様
な
業
種
で
求
人
が
増
加

業
種
別
の
求
人
を
み
る
と
、
多
様
な
業
種

で
求
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
求
人
が
求
職

を
上
回
り
、
人
手
不
足
に
な
っ
て
い
る
業
種

は
、
建
築
、
建
設
、
食
料
品
製
造
、
看
護
・

保
健
師
、
社
会
福
祉
専
門
職
な
ど
で
す
。
一

方
、
事
務
職
は
求
職
者
、
特
に
女
性
の
求
職

者
が
非
常
に
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
求

人
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、求
人
倍
率
は
○
・

二
倍
台
と
大
変
狭
き
門
に
な
っ
て
お
り
、
事

務
職
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
な
か
な
か
就
職

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

被
災
地
で
は
、
求
人
が
増
加
し
て
い
て
も

非
正
規
雇
用
の
求
人
が
大
多
数
な
の
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
確
か
に
全
国

的
に
求
人
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
求
人
の
割

合
は
高
い
の
で
す
が
、
被
災
地
で
は
正
社
員

の
求
人
も
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
被
災

三
県
を
個
別
に
み
る
と
、
宮
城
県
や
福
島
県

で
は
正
社
員
の
求
人
倍
率
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
必
ず
し
も
非
正
規
雇
用
だ
け
で
求
人
が

膨
ら
ん
で
い
る
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

業
種
や
個
人
が
抱
え
る
課
題
も

建
設
業
、
水
産
加
工
業
で
は
、
求
人
が
増

え
て
も
人
手
が
充
足
で
き
な
い
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
建
設
業

で
は
、
資
格
や
経
験
を
必
要
と
す
る
求
人
が

多
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
求
職
者
に
対
し
て

は
短
期
集
中
型
の
訓
練
を
実
施
す
る
一
方
で
、

求
人
企
業
側
に
も
要
件
の
緩
和
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
資
格
と
経
験
の
両

方
が
必
要
な
場
合
は
、
資
格
は
訓
練
で
取
得

し
て
も
ら
う
と
し
て
、
経
験
は
採
用
後
に
積

ん
で
も
ら
う
よ
う
に
企
業
に
頼
ん
で
い
ま
す
。

水
産
加
工
業
で
は
、
独
特
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
以
前
に
水
産
加
工
業
で
働
い
て
い
た

経
験
が
あ
る
人
は
、
職
場
の
働
き
や
す
さ
も

重
視
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
求
職
活
動
を

続
け
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
で
も
、
求
人
企
業
と
求
職
者
の
双

方
に
働
き
か
け
て
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
の
求
職
者
の
中
に
は
、
震
災
前
に

勤
め
て
い
た
事
業
所
の
復
旧
や
再
開
を
待
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
し
た
方

で
も
「
通
勤
場
所
が
遠
く
な
っ
た
」、「
家
族

の
介
護
を
し
て
い
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
を
抱
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
雇
用
面
か
ら
対
処
す
る
と
同
時
に
、

事
業
用
地
の
か
さ
上
げ
や
通
勤
し
や
す
い
地

域
で
の
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
、
宅
地
の
造

成
な
ど
を
進
め
る
、
道
路
網
を
整
備
す
る
と

い
っ
た
対
策
も
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
対
策

の
着
実
な
推
進
が
避
難
者
の
沿
岸
部
へ
の
帰

還
を
促
進
す
る
上
で
も
不
可
欠
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
対
応

こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、
図
４
で
示

し
た
被
保
険
者
数
の
動

き
で
す
。
震
災
前
の
平

成
二
三
年
一
月
と
直
近

の
平
成
二
五
年
一
月
を

比
較
す
る
と
、
水
産
加

工
業
が
盛
ん
だ
っ
た
宮

古
、
釜
石
な
ど
の
沿
岸

部
で
は
、
特
に
水
産
加

工
業
を
含
む
食
料
品
製

造
業
の
被
保
険
者
数
が

三
割
か
ら
五
割
も
減
少

し
た
状
態
に
留
ま
っ
て

お
り
、
雇
用
の
規
模
が

か
な
り
縮
小
し
て
い
ま

す
。次

に
、
建
設
業
の
人

手
不
足
の
状
況
に
つ
い

て
で
す
が
、
被
災
三
県

で
建
設
事
業
所
と
建
設

関
係
職
種
へ
の
就
労
を

希
望
す
る
求
職
者
を
対

象
に
実
施
し
た
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
の
結
果
を
み

る
と
、
建
設
事
業
所
の

約
九
割
が
「
労
働
力
が

不
足
又
は
非
常
に
不
足

図４　雇用保険被保険者数の推移
※ 単位（人）。前年比、前々年比は（％）。

25年1月 前年比 前々年比 24年1月 23年1月

産業計 1,527,805 2.5 1.2 1,490,663 1,509,355

うち食料品製造業 54,882 6.2 ▲12.2 51,664 62,516

岩手県
産業計 350,539 2.2 1.8 343,159 344,309

うち食料品製造業 17,854 5.7 ▲9.6 16,899 19,753

宮古
産業計 18,244 4.9 ▲0.6 17,390 18,346

うち食料品製造業 954 19.3 ▲31.2 800 1,387

釜石
産業計 17,701 6.8 ▲1.6 16,574 17,989

うち食料品製造業 668 46.5 ▲43.3 456 1,179

大船渡
産業計 15,470 12.3 ▲4.3 13,771 16,168

うち食料品製造業 2,005 25.5 ▲32.1 1,597 2,951

宮城県
産業計 658,147 2.9 2.5 639,794 642,370

うち食料品製造業 23,365 9.4 ▲16.1 21,362 27,863

石巻
産業計 40,253 10.7 ▲3.3 36,355 41,607

うち食料品製造業 3,382 48.9 ▲35.0 2,271 5,202

気仙沼
産業計 16,186 12.3 ▲11.6 14,416 18,316

うち食料品製造業 1,887 37.9 ▲51.3 1,368 3,874

福島県
産業計 519,119 2.2 ▲0.7 507,710 522,676

うち食料品製造業 13,663 1.9 ▲8.3 13,403 14,900

相双
産業計 31,372 7.5 ▲29.6 29,189 44,552

うち食料品製造業 681 1.6 ▲37.0 670 1,081

平
産業計 85,035 5.4 3.7 80,701 82,024

うち食料品製造業 2,249 7.5 ▲10.4 2,092 2,510
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し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
職
種
別

で
は
、「
技
術
者
・
施
工
管
理
者
」
で
約
八
割
、

「
技
能
職
種
労
働
者
」
で
約
六
割
と
、
資
格

を
要
す
る
職
種
の
不
足
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
求
職
者
側
に
就
職
に
至
っ
て
い
な

い
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
賃
金
」「
勤
務
地

が
遠
い
・
通
え
な
い
」「
資
格
不
足
」「
経
験
不

足
」
な
ど
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
厚
生
労

働
省
で
は
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ

つ
、
機
動
的
に
各
種
の
対
応
を
取
る
よ
う
努

め
て
き
ま
し
た
。
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
そ
の
中
か

ら
、
規
模
の
大
き
い
雇
用
創
出
基
金
事
業
に

つ
い
て
お
話
し
た
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

雇
用
創
出
基
金
事
業
を
展
開

基
金
事
業
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
り
、

一
つ
目
が
、「
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
」

で
、
震
災
で
仕
事
を
失
っ
た
方
の
当
面
の
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
名
称
の
と
お
り
、
緊
急
的
な
性
格
の
も

の
で
す
。

二
つ
目
は
、
継
続
性
の
あ
る
雇
用
の
創
出

を
目
的
と
し
た
「
雇
用
復
興
推
進
事
業
」
で

す
。
こ
の
事
業
に
は
「
事
業
復
興
型
雇
用
創

出
事
業
」
と
「
生
涯
現
役
・
全
員
参
加
・
世

代
継
承
型
雇
用
創
出
事
業
」
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業

「
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
」
は
、
厚

生
労
働
省
が
交
付
し
た
交
付
金
で
各
都
道
府

県
に
基
金
を
造
成
し
、
そ
の
基
金
で
求
職
者

を
雇
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ
の
雇
用
に
つ

い
て
は
①
県
や
県
か
ら
基
金
の
補
助
を
受
け

た
市
町
村
が
直
接
事
業
を
実
施
し
、
求
職
者

を
雇
用
す
る
場
合
、
②
県
、
市
町
村
が
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
事
業
を
委
託
し
て
、
そ
の

委
託
先
が
求
職
者
を
雇
用
す
る
場
合
―
―
の

二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
実
施
要
件
は
、
事
業
費
の
二

分
の
一
以
上
が
新
規
に
雇
用
さ
れ
た
失
業
者

の
人
件
費
で
あ
る
こ
と
、
雇
用
期
間
が
一
年

以
内
で
あ
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
被
災
し

た
方
に
つ
い
て
は
、
一
年
を
超
え
て
も
複
数

回
雇
用
を
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
の
予
算
額
は
、

二
三
年
度
は
一
次
補
正
で
五
○
○
億
円
、
三

次
補
正
で
二
○
○
○
億
円
、
二
四
年
度
は
五

○
○
億
円
と
合
計
で
三
○
○
○
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

同
事
業
の
実
施
期
限
は
当
初
平
成
二
四
年

度
末
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
一
年

延
長
し
平
成
二
五
年
度
末
ま
で
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
五
年
度
中
に
開
始

し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
六
年
度
ま

で
実
施
で
き
ま
す
。

同
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
二
五
年
一

月
末
現
在
で
、
岩
手
県
で
約
一
万
四
○
○
○

人
、
宮
城
県
で
約
一
万
七
○
○
○
人
、
福
島

県
で
約
二
万
六
○
○
○
人
が
雇
用
さ
れ
ま
し

た
。同

事
業
の
事
業
例
を
み
る
と
、
仮
設
住
宅

の
見
守
り
や
子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業

次
に
「
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
」
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
将
来
的

に
被
災
地
の
雇
用
創
出
の
中
核
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
事
業
で
被
災
者
を
雇
用
す
る

場
合
に
、
産
業
政
策
と
一
体
と
な
っ
て
、
雇

用
面
か
ら
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、「
産
業
政
策
と
雇
用
対
策
の
連
携
」

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
や
地
方

自
治
体
の
補
助
金
・
融
資
を
利
用
し
て
い
る

企
業
が
、
被
災
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
、
雇

い
入
れ
か
ら
三
年
間
、
一
人
あ
た
り
二
二
五

万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。
平
成
二
四
年
度
中

に
二
万
一
○
○
○
人
分
を
超
え
る
申
請
が
あ

り
ま
し
た
。

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
は
、
当
初
の

予
定
で
は
平
成
二
四
年
度
末
ま
で
に
開
始
し

た
事
業
が
対
象
で
し
た
が
、
沿
岸
地
域
な
ど

の
復
興
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

平
成
二
四
年
度
の
補
正
予
算
で
、
終
了
期
限

を
延
長
し
、
平
成
二
五
年
度
末
ま
で
に
開
始

し
た
事
業
ま
で
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

生
涯
現
役
・
全
員
参
加
・
世
代
継

承
型
雇
用
創
出
事
業

一
方
、「
生
涯
現
役
・
全
員
参
加
・
世
代
継

承
型
雇
用
創
出
事
業
」
は
、
被
災
地
で
安
定

的
な
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
生
涯
現
役
で

年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
き
続
け
ら
れ
る
全
員

参
加
型
・
世
代
継
承
型
の
先
導
的
な
雇
用
復

興
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
高
年
齢
者
か
ら
若
者
へ
の
技
能
伝
承
、

女
性
・
障
が
い
者
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
、

地
域
に
根
差
し
た
働
き
方
な
ど
、
雇
用
面
で

の
モ
デ
ル
性
が
あ
り
、
将
来
的
な
事
業
の
自

立
に
よ
る
雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ
る
事
業
を

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

同
事
業
の
実
施
期
限
は
平
成
二
四
年
度
末

と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に
事
業
を
開

始
す
れ
ば
、
三
年
間
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
一
八
八
五
人
が
雇

用
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
の
予
算
規
模
は
先
ほ
ど
の
事
業
復
興

型
と
生
涯
現
役
型
を
合
わ
せ
て
、
一
五
一
○

億
円
で
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
き
め
細
か
い

支
援
も

厚
生
労
働
省
で
は
、
基
金
事
業
以
外
に
も

東
日
本
大
震
災
関
連
の
雇
用
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
す
。
求
人

開
拓
や
、
求
職
者
ご
と
に
担
当
者
を
置
い
た

支
援
な
ど
、
極
力
き
め
細
や
か
な
支
援
が
で

き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
就
職
が
決
ま

ら
な
い
求
職
者
に
対
し
て
は
、
窓
口
で
の
相

談
に
よ
り
、
就
職
に
至
ら
な
い
要
因
を
把
握

し
た
上
で
、
た
と
え
ば
、
職
業
選
択
の
段
階

で
の
助
言
、
応
募
書
類
の
書
き
方
の
添
削
、

面
接
の
受
け
方
の
指
導
と
い
っ
た
支
援
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

特
定
の
職
種
を
希
望
す
る
求
職
者
に
対
し

て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
広
域
的
な
職
業
紹
介
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の

方
に
は
、
現
地
に
出
向
い
て
出
張
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
に
よ
る
就
職
件
数
は
、
平
成
二

三
年
四
月
か
ら
平
成
二
五
年
一
月
の
累
計
で
、

約
二
七
万
件
に
達
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
震
災
後
、
雇
用
保
険
の
延
長
給
付

も
数
次
に
わ
た
り
拡
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、

雇
用
調
整
助
成
金
に
よ
る
雇
用
維
持
の
取
り

組
み
も
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
で
の
雇
用
以
外
に
も
、
被
災

地
で
は
農
林
業
、
漁
業
も
重
要
な
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
従
事
す
る

方
々
へ
の
合
同
面
接
会
な
ど
様
々
な
支
援
を

実
施
し
、
平
成
二
三
年
度
は
約
二
六
○
○
件
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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
雇

用
・
労
働
に
関
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
震
災
に
伴
う
雇
用
・

労
働
面
へ
の
影
響
と
そ
れ
に
対
す
る
政
策
対

応
に
つ
い
て
、
分
析
よ
り
も
記
録
に
主
眼
を

置
い
て
、
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
今
日
は
、
そ
の
中
か
ら
、
基
金
を
使

っ
た
被
災
者
雇
用
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

先
ほ
ど
本
多
課
長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
被
災
地
で

の
雇
用
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
同
事
業
は
も
と
も
と
、リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
失
業
対
策
事
業
と
し
て
二
○

○
八
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
生
活

防
衛
と
失
業
対
策
を
目
的
と
し
て
お
り
、
本

格
的
な
雇
用
に
至
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
雇
用
の

創
出
と
人
材
育
成
の
性
格
を
備
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
が
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、

震
災
対
応
事
業
と
し
て
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
は
、
個
人
の
雇
用

を
一
時
的
に
守
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
は
、
失
業
対
策
事
業
に
留
ま

ら
な
い
被
災
者
雇
用
の
あ
り
方
は
何
か
と
い

う
問
題
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
研

究
の
基
点
と
し
て
影
響
を
受
け
た
考
え
が
二

つ
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク

と
希
望
学
の
考
え
方

一
つ
は
、
こ
の
後
報
告
さ
れ
る
永
松
先
生

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
と
い
う

考
え
方
で
す
が
、
そ
の
重
要
性
は
、
被
災
者

自
ら
が
主
体
的
に
地
域
復
興
の
仕
事
に
携
わ

る
こ
と
で
、
地
域
の
こ
と
を
深
く
考
え
、
そ

こ
で
絆
が
生
ま
れ
、
互
い
に
つ
な
が
れ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
被
災
者
の

生
活
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
の
安
定
に
も
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
の
復
興
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
玄
田
先
生
の
ご
専
門
で
あ

る
希
望
学
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
学
問
で

は
、
希
望
を
―H

ope is a W
ish for 

S
om

ething to C
om

e T
rue by A

ction

（
希
望
と
は
、
具
体
的
に
何
か
を
行
動
に
よ

っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
願
望
で
あ
る
）
―

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
お
け
る
希
望

と
は
何
か
、
希
望
が
生
ま
れ
る
社
会
的
条
件

は
何
か
、
地
域
に
お
け
る
希
望
を
ど
の
よ
う

に
作
り
出
す
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

玄
田
先
生
は
釜
石
市
で
の
調
査
を
も
と
に
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
考
え
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

私
が
考
え
る
基
金
の
行
う
べ
き
被
災
者
雇
用

の
あ
る
べ
き
姿
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
三
点
あ

げ
ま
し
た
。
一
つ
め
は
、
地
域
と
被
災
者
の

希
望
に
つ
な
が
る
雇
用
で
あ
る
こ
と
。
二
つ

め
が
、
地
域
の
自
立
を
め
ざ
す
た
め
の
雇
用

で
あ
る
こ
と
。
三
つ
め
が
、
地
域
復
興
を
早

め
る
た
め
の
雇
用
で
あ
る
こ
と
―
―
で
す
。

こ
の
三
点
が
、
被
災
者
雇
用
に
お
け
る
失
業

対
策
事
業
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
部
分
と
し
て

必
要
と
な
り
、
同
時
に
鍵
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
態
把
握
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と

「
緊
急
雇
用
」
に
お
け
る
被
災
者
雇
用
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
被
災
地
で
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
フ
ェ
ー
ズ
１
と
し

て
、
主
に
沿
岸
部
に
あ
る
四
四
市
町
村
の
緊

急
雇
用
担
当
部
門
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
現
在

の
状
況
を
尋
ね
ま
し
た
。

そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
一
つ
め

は
、
緊
急
雇
用
事
業
の
基
金
は
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
地
域
の
事
業
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
基
金
の
事
業
使
途
が
柔
軟

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

二
つ
め
は
、
各
市
町
村
に
共
通
し
て
雇
用

数
が
多
い
事
業
は
、
行
政
事
務
の
補
助
と
仮

設
住
宅
の
支
援
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
つ
め
は
、
基
金
に
よ
る
委
託
を
受
け
た

事
業
主
の
多
様
性
で
す
。
民
間
企
業
も
あ
り

ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
一
般
社
団
法
人
な
ど

様
々
な
事
業
主
が
自
治
体
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
い
ま
す
。

四
つ
め
は
、
基
金
の
執
行
ル
ー
ト
に
は
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

基
金
執
行
の
パ
タ
ー
ン

基
金
の
執
行
ル
ー
ト
を
パ
タ
ー
ン
ご
と
に

分
け
る
と
、
図
１
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
、
ま
ず
県
に
基
金

が
設
置
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
お
金

が
流
れ
る
ル
ー
ト
が
何
通
り
か
あ
り
ま
す
。

①
と
②
は
通
常
の
ル
ー
ト
で
県
か
ら
市
町
村

に
流
れ
、
市
町
村
が
被
災
者
を
直
接
雇
用
す

る
、
あ
る
い
は
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
漁
協
な
ど
に
事
業
を
委
託
し

の
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

最
後
に
平
成
二
五
年
度
の
予
算
案
に
盛
り

込
ん
で
い
る
「
福
島
避
難
者
帰
還
等
就
職
支

援
事
業
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
福
島

県
の
避
難
解
除
区
域
等
に
帰
還
し
た
方
々
の

雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
自
治
体
や
経
済
団
体
で
構

成
さ
れ
る
協
議
会
に
委
託
し
、
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
労
働
局
に
専
門
の

相
談
員
を
配
置
し
て
、
雇
用
創
出
に
つ
な
が

る
助
成
金
の
活
用
方
法
の
提
案
や
ア
ド
バ
イ

ス
の
実
施
、
さ
ら
に
避
難
者
が
多
い
山
形
県

な
ど
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
福
島
就
職
支
援
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

被
災
者
雇
用
が
復
興
と
自
立
に
果
た
す
役
割

　
　
　
～
被
災
地
調
査
か
ら
の
示
唆
～

�

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

小
野　

晶
子

研 究 報 告 ①
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て
、
委
託
先
が
被
災
者
を
雇
用
す
る
場
合
で

す
。一

方
、
③
は
、
県
が
被
災
地
の
市
町
村
に

代
わ
っ
て
基
金
を
執
行
す
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

こ
れ
は
主
に
福
島
県
の
「
絆
づ
く
り
応
援
事

業
」
な
ど
で
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
方
法
が
必
要
か
と
い
う
と
、
福
島

で
は
原
発
事
故
の
影
響
で
、
避
難
者
が
各
地

に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で

市
町
村
民
を
包
括
的
に
支
援
す
る
た
め
に
は
、

県
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
必
要
が
あ
る
か

ら
で
す
。
福
島
で
は
県
内
を
六
つ
の
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
担
当
す

る
人
材
派
遣
会
社
を
割
り
当
て
て
、
様
々
な

支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

④
は
、
非
常
に
珍
し
い
パ
タ
ー
ン
で
、
北

上
市
の
例
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
北
上
市

は
岩
手
県
の
内
陸
部
に
あ
り
、
沿
岸
部
の
大

船
渡
市
と
大
槌
町
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
被

害
が
深
刻
で
自
ら
は
動
け
な
い
近
隣
の
市
町

村
に
代
わ
っ
て
、
被
災
し
て
い
な
い
市
町
村

が
基
金
を
執
行
す
る
例
で
す
。

被
災
者
が
仕
事
に
就
く
こ
と
で
得

ら
れ
る
効
果

調
査
の
フ
ェ
ー
ズ
２
と
し
て
、
二
○
一
二

年
の
八
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
一
一
市

町
村
の
緊
急
雇
用
事
業
受
託
事
業
主
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
日
は
、

調
査
で
集
め
た
事
例
を
「
地
域
」
と
「
事
業

内
容
」
と
い
う
二
つ
の
切
り
口
で

み
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
み
る
に
当
た

っ
て
、
シ
ン
プ
ル
な
視
点
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「
被
災
者
が
仕
事
に
就
く

事
で
得
ら
れ
る
効
果
は
何
か
」
と

い
う
も
の
で
す
。
事
業
が
被
災
者

の
生
き
抜
く
糧
と
な
っ
て
い
る
か
、

事
業
が
地
域
と
被
災
者
の
希
望
に

つ
な
が
る
か
、
事
業
が
地
域
と
被

災
者
の
自
立
に
つ
な
が
る
か
、
そ

し
て
復
興
促
進
に
つ
な
が
る
か
。

こ
う
し
た
視
点
で
事
例
を
み
て
い

き
ま
す
。

南
三
陸
町
の
漁
協
の
事
例

ま
ず
、「
地
域
」
で
は
、
南
三
陸

町
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
南

三
陸
町
で
は
、
震
災
後
の
津
波
で
、

死
者
五
六
六
人
、
行
方
不
明
者
二

三
七
人
、
建
築
物
の
罹
災
率
約
六

二
％
と
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

震
災
後
に
実
施
し
た
緊
急
雇
用
創
出
事
業

に
よ
る
雇
用
者
数
は
、
二
〇
一
一
年
度
が
四

七
四
人
、
二
〇
一
二
年
度
が
七
九
二
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
雇
用
者
数
の
多
い
事
業
は
、

「
避
難
所
や
仮
設
住
宅
支
援
等
」
で
約
一
五

○
人
、「
漁
業
復
興
事
業
、
湾
内
航
路
の
確
保
、

養
殖
施
設
の
区
画
割
り
整
備
等
」
で
約
六
○

人
、「
行
政
事
務
補
助
」
で
約
四
○
人
で
す
。

図
２
は
、
現
在
、
漁
協
が
使
っ
て
い
る
建

物
で
、
志
津
川
湾
を
臨
む
高
台
に
建
っ
て
い

ま
す
。建
物
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
が
寄
贈
し
ま
し
た
。
震
災
前
、
漁

協
の
建
物
は
湾
の
す
ぐ
側
に
建
っ
て
お
り
、

津
波
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
漁
協
の

職
員
は
避
難
し
て
い
た
の
で
す
が
、
支
部
長

だ
け
が
建
屋
に
戻
り
、
津
波
に
の
ま
れ
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。

震
災
前
、
志
津
川
湾
の
漁
協
支
部
で
は
、

一
○
七
五
隻
の
船
が
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
で
約
九
五
％
の
船
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
、

五
隻
の
み
が
残
っ
た
そ
う
で
す
。

漁
協
で
は
、
緊
急
雇
用
事
業
で
二
〇
一
一

年
度
は
五
二
人
、
二
〇
一
二
年
度
は
五
七
人

を
雇
用
し
ま
し
た
。

湾
に
は
、
湾
内
の
航
路
の
確
保
や
養
殖
施

設
の
区
画
割
用
の
ブ
イ
が
設
置
さ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
津
波
で
す
べ
て
流
さ
れ
て
し
ま

い
、
漁
師
達
は
生
活
の
糧
を
す
べ
て
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
漁
協
で
は
、「
区
画
漁
協
整
備
事

業
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
湾
内
の

漁
場
や
養
殖
場
の
区
画
を
整
理
す
る
も
の
で

す
。
震
災
前
の
区
画
で
は
、
大
き
な
船
が
通

る
た
め
の
航
路
が
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
、
利
害
関
係
の
対
立
も
あ
り
、
改
善

が
困
難
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
皮
肉
な
こ
と

に
津
波
で
す
べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

改
め
て
湾
内
の
漁
場
の
あ
り
方
を
考
え
直
そ

う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
今
や

れ
る
こ
と
、今
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
を
や
る
」

と
逆
境
を
前
向
き
に
捉
え
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

南
三
陸
町
で
は
、
水
産
業
が
主
要
産
業
な

の
で
、
魚
市
場
の
復
旧
は
最
優
先
課
題
で
し

た
。
魚
市
場
の
復
旧
に
町
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
だ
結
果
、
被
災
地
の
魚
市
場
で
最
も
早
く

立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

魚
市
場
の
上
に
併
設
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
、
も
と
も
と
沖
縄
の
環
境
調
査
を
行

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
町
内
に
あ
る
自
然
環

境
活
用
セ
ン
タ
ー
と
交
流
が
あ
っ
た
関
係
で
、

震
災
後
、
南
三
陸
町
に
拠
点
を
設
け
た
と
の

こ
と
で
す
。

業、 、社

①、②通常の基金ルート

③県が被災地市町村に代
わって基金を執行

④近隣市町村が被災地市
町村に代わって基金を執行

④
④

①、②

①

③

③②

被 災 者

市町村

（非被災地）

市町村

（被災地）

民間（民間企業、
NPO

社協、漁協等）

県

④

• 2011年度：52人
• 区画漁場整備事業

• 水産業復旧支援事業

• 養殖業復興支援事業

• 2012年度：57人
• 養殖生産等復旧支援
事業

• 魚市場機能再生事業

図１　基金執行のパターン

図２　南三陸町　事業主（漁協）
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こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
魚
市
場
で
水
揚
げ
さ
れ

る
水
産
物
の
放
射
能
の
測
定
、
町
内
の
空
間

線
量
の
測
定
と
デ
ー
タ
記
録
な
ど
を
行
う

「
地
域
漁
場
再
生
調
査
事
業
」
を
実
施
。
二

〇
一
一
年
度
、
二
〇
一
二
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ

地
元
の
被
災
者
三
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
彼
ら
は
素
人
な
の
で
、
事
業
運
営

の
キ
ー
に
な
る
専
門
家
が
必
要
で
す
。
震
災

前
か
ら
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
タ

ー
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
藤
田
さ
ん
と
い
う

二
三
歳
の
若
者
が
、
震
災
後
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

職
員
に
な
っ
て
、
専
門
家
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
た
だ
、
彼
は
被
災
者
で
も
失
業
者
で

も
な
い
た
め
、
彼
の
給
料
は
緊
急
雇
用
事
業

の
人
件
費
か
ら
は
拠
出
で
き
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

持
ち
出
し
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

観
光
協
会
の
地
域
人
材
育
成
の
取

り
組
み

一
般
社
団
法
人
南
三
陸
町
観
光
協
会
で
は
、

地
域
の
若
者
を
な
る
べ
く
雇
用
し
て
、
地
域

人
材
と
し
て
育
て
る
こ
と
で
、
町
か
ら
流
出

し
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
協
会
は
、
震
災
後
の
四
月
末
か
ら
毎
月
、

地
元
の
魚
屋
が
中
心
と
な
り
、「
復
興
市
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
毎
回
一

万
人
か
ら
一
万
五
○
○
○
人
も
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
参
加
も
多
数
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
三
菱
商

事
と
い
っ
た
企
業
か
ら
毎
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
と
い
う
か
た
ち
で
九
○
人
近
く
の
社

員
を
受
け
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
話

を
聞
い
て
思
っ
た
の
は
、
同
協
会
は
外
部
の

力
を
動
員
す
る
の
が
上
手
だ
な
と
い
う
こ
と

で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
受
け
入
れ
る
側
に
も

そ
れ
を
さ
ば
く
能
力
が
重
要
で
す
。
そ
の
点

に
つ
い
て
同
協
会
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
相
手

側
の
要
望
に
合
わ
せ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
の
も
能
力
の
一
つ
で
す
」
と
の
答
え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。
何
ら
か
の
事
業
を
運
営
す

る
場
合
、
マ
ン
パ
ワ
ー
は
絶
対
に
必
要
な
の

で
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
上
手
に
回
す
能
力

を
若
者
に
も
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

基
金
に
よ
る
雇
用
が
地
域
の
希
望

の
着
火
剤
に

こ
れ
ら
の
事
例
を
も
と
に
被
災
者
雇
用
の

意
味
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
基
金

に
よ
る
雇
用
は
、地
域
の
希
望
の「
着
火
剤
」

で
す
。
核
と
な
る
地
域
の
産
業
や
人
材
の
育

成
に
基
金
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
希
望
の
火

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
さ
ら
に

地
域
の
核
を
み
つ
け
る
力
、
情
報
発
信
力
、

外
部
の
人
材
の
受
け
入
れ
能
力
を
身
に
つ
け

た
と
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
支
援
者
、
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
、
観
光
客
な
ど
外
部
か
ら
の
支

援
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
、
地
域
は
強
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南
三
陸
町
の
方
々
と
話
す
う
ち
、
基
金
に

つ
い
て
い
く
つ
か
の
課
題
も
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。
一
つ
は
今
後
、
基
金
に
よ
る
公
的

な
雇
用
か
ら
、
地
元
産
業
の
雇
用
へ
と
ど
う

結
び
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
点
で
す
。
も
う

一
つ
は
基
金
に
よ
る
支
援
を
い
つ
ま
で
行
う

か
と
い
う
点
で
す
。
支
援
は
長
す
ぎ
る
と
自

立
を
妨
げ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
は
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
の
見
極
め
が
非
常
に
難
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

仮
設
住
宅
支
援
の
事
例

次
に
「
事
業
」
の
事
例
を
見
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
八
つ
の
自
治
体
の
仮
設

住
宅
支
援
事
業
主
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま

し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
仮
設
住
宅
で

高
齢
者
の
孤
独
死
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

見
回
り
、
見
守
り
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
仮
設
住
宅
団
地
で
見
回
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仮
設
住
宅
支
援
事
業
は
、
緊
急
雇
用

創
出
事
業
の
中
で
も
っ
と
も
雇
用
人
数
が
多

い
事
業
で
す
。
委
託
先
の
法
人
形
態
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
社
団
法
人
、
社
協
、
人
材
派
遣
会
社
、

業
務
請
負
会
社
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
協
働
の
か
た
ち

こ
の
事
業
で
重
要
な
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
新
し
い
協
働
の
か
た
ち
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
北
上
市
の
ケ
ー
ス
で

は
、
事
業
を
委
託
さ
れ
て
い
る
の
は
人
材
派

遣
会
社
で
す
が
、
単
独
で
実
施
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
北
上
市
が
つ
く
っ
た
協
働
チ

ー
ム
、
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
沿
岸
自
治
体
の
社

協
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
チ

ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら
、
仮
設
住
宅
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
こ
う
し
た
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
画
期
的
で
す
が
、

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
組
織

の
不
得
意
な
部
分
を
補
う
た
め
に
協

働
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
た

と
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

明
確
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
と
い
う

強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
人
材
派

遣
会
社
は
経
営
や
採
用
と
い
っ
た
組

織
の
運
営
に
長
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
協
は
、
地
域
密
着
型
の
組
織
な
の

で
、
地
域
の
情
報
を
得
や
す
い
。

仮
設
住
宅
支
援
事
業
で
雇
用
さ
れ

る
仮
設
住
宅
支
援
員
の
仕
事
内
容
は

大
き
く
①
見
回
り
、
見
守
り
活
動
②

支
援
物
資
の
整
理
、
配
布
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
支
援
団
体
と
の
連
絡
、
調

整
③
管
理
人
業
務
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ロ
ン
活

動
―
―
の
四
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
③
と
④
に
つ
い
て
は
、
実

施
主
体
に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
④
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
は
、
支
援

し
す
ぎ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機

能
し
な
く
な
る
そ
う
で
す
。
敷
地
内

の
清
掃
や
草
刈
り
は
も
と
も
と
自
治

大船渡市と大槌町の
仮設住宅支援事業

仮設
住宅
団地

仮設
住宅
団地

仮設
住宅
団地

仮設
住宅
団地

仮設
住宅
団地

仮設住宅団地運営

図３　北上市　沿岸自治体支援事業
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私
は
、
専
門
を
聞
か
れ
た
と
き
、「
災
害
経

済
学
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
う

答
え
る
の
は
日
本
で
私
一
人
だ
け
だ
と
思
い

ま
す
。

私
の
主
な
関
心
は
、
社
会
を
災
害
か
ら
強

く
す
る
、
あ
る
い
は
被
災
し
た
社
会
を
速
や

か
に
立
て
直
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
中

で
、
人
間
が
尊
厳
と
誇
り
を
持
ち
つ
つ
、
災

害
の
リ
ス
ク
か
ら
守
ら
れ
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
い
か
に
構
築
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

被
災
地
経
済
の
逆
復
興
ス
パ
イ
ラ
ル

図
１
は
、
私
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

の
経
済
復
興
に
つ
い
て
書
い
た
博
士
論
文
に

載
せ
た
も
の
で
す
。
被
災
し
た
経
済
は
、
そ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
復
興
ど
こ
ろ
か
逆
に

縮
小
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
こ
れ
を
、「
逆
復

興
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
い
う
言
葉
で
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
災

害
が
起
こ
り
、
被
災
地
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
あ

る
い
は
イ
ン
フ
ラ
に
被
害
が
生
じ
る
と
、
生

産
活
動
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

雇
用
が
減
少
し
ま
す
。
雇
用
の
減
少
は
人
口

の
減
少
に
つ
な
が
る
た
め
、
地
域
の
需
要
が

失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
需
要
が
失
わ
れ
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
供
給
が
減
る
と
い
う
悪
循
環

が
起
こ
り
ま
す
。
復
興
が
遅
れ
る
う
ち
に
他

の
地
域
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
し
、
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ
る

こ
と
で
物
が
売
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

贈
与
経
済
と
い
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て

被
災
地
の
経
済
が
縮
小
す
る
悪
循

環
が
生
じ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ

は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
で

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
解
決

す
る
の
か
が
私
の
関
心
事
で
し
た
。

一
つ
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
時

間
が
経
つ
ほ
ど
事
態
が
悪
化
す
る

わ
け
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
く

こ
の
悪
循
環
が
止
ま
る
よ
う
地
域

を
素
早
く
復
興
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
素
早
く
復
興

さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
で
き
る
限

会
の
中
で
住
民
た
ち
が
無
償
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
管
理
人
が
や
っ
て
し
ま
う
と
、

住
民
た
ち
は
何
も
や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
管
理
人
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
自
体
を
再
構

築
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
仮
設
住
宅

の
住
民
が
住
ん
で
い
た
所
が
、
も
と
も
と
ど

ん
な
地
域
だ
っ
た
か
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
飯
舘
村
や
相
馬
市
の
よ
う
に
し
っ

か
り
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、

住
民
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
は
、
仮
設
住
宅

で
も
ご
く
自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

他
方
、
仙
台
市
周
辺
の
よ
う
な
都
市
型
の

住
宅
地
域
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
あ
ま

り
活
発
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は

管
理
人
に
頼
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、

自
治
体
の
方
に
は
「
重
要
な
の
は
現
在
の
仮

設
住
宅
で
ス
ト
レ
ス
な
く
過
ご
せ
る
こ
と
。

む
し
ろ
、
仮
設
住
宅
か
ら
出
た
後
、
新
し
く

住
む
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
管
理
人
に
よ
る
代

替
を
評
価
す
る
意
見
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
良
さ
と
課
題

最
後
に
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
良
さ
と
課

題
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
良
さ
で
す
が
、
①
「
雇
用
」
自
体
が
事

業
の
目
的
な
の
で
、
事
業
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
展
開
で
き
る
こ
と
②
事
業
費
が
一
○
○
％

国
の
負
担
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も

幸
運
だ
っ
た
の
が
③
基
金
自
体
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
―
―
で
す
。

課
題
に
つ
い
て
は
、冒
頭
で
提
起
し
た
「
失

業
対
策
事
業
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
の
部
分
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
雇
用
条
件

の
設
定
で
は
、
被
災
者
ま
た
は
失
業
者
と
い

う
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
を
う
ま
く

展
開
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

事
業
の
期
間
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
時
の
失

業
対
策
と
異
な
る
た
め
、
集
中
投
下
と
継
続

的
支
援
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
被
災
者
を
支

援
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
心
の
ケ
ア
、
精

神
的
充
足
に
関
す
る
こ
と
も
考
え
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク

　
　
　
～
東
日
本
大
震
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で
の
成
果
と
課
題
～
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資産減

インフラ
への被害

人口減

供給減

需要減

生産設備
の被害

義援物資
ボランティア

雇用減

所得減

企業減

贈与経済

供
給
側

需
要
側

被災地域経済

被災地外部
競合的他地域

需要の漏出
マーケットシェアの喪失

出所：永松(2008), p.142

図１　被災地経済の逆復興スパイラル
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り
多
く
の
人
が
被
災
地
に
行
っ
て
、
イ
ン
フ

ラ
や
建
物
を
復
旧
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
よ
う
と
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
地
域
か
ら
資
源
を
持

っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
復
興
支

援
の
際
の
被
災
地
内
調
達
率
、
つ
ま
り
、
地

元
の
資
源
を
使
う
割
合
が
下
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
被
災
地
に
お
金
を
落
と
す

た
め
に
地
元
の
資
源
を
使
っ
て
復
興
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
そ
の
分
復
旧
が
遅
れ
て
し
ま
う

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク

の
手
法
と
は

震
災
前
の
二
○
○
四
年
一
二
月
に
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
を
中
心
と

し
て
、
二
○
数
万
人
が
亡
く
な
る
イ
ン
ド
洋

大
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、

国
際
社
会
で
強
く
注
目
さ
れ
て
き
た
手
法
に

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｆ

Ｗ
）」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関

す
る
活
動
に
よ
っ
て
仕
事
を
創
出
し
、
被
災

者
の
生
業
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
一
般
的
に
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
採
る
手
法
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
政
府
機
関

に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
財
源
も
民
間
の
支
援
金
や
公

的
資
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
の
Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
非
常
に
優
れ
た
手
法
で
す
。

先
ほ
ど
の
報
告
で
は
、
被
災
地
の
資
源
を
使

う
と
そ
の
分
復
興
が
遅
れ
る
と
い
い
ま
し
た

が
、
被
災
地
に
は
失
業
し
て
何
も
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
被
災
者
が
大
勢
い
ま
す
。
彼
ら

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
の
二
律
背
反
を
解

消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｆ
Ｗ
発
展
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
ケ
イ
ン
ズ
型
の
失
業
対
策
と
は
ま

っ
た
く
違
う
文
脈
で
発
達
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
一
九
六
○
年
代
頃
に
は
、「
フ
ー
ド
・
フ

ォ
ー
・
ワ
ー
ク
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
サ
ハ
ラ
地
域
で
行

わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
干
ば
つ
に
よ
っ

て
飢
饉
が
発
生
し
た
際
、
難
民
へ
の
支
援
に

国
際
社
会
は
食
料
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
何
度
提
供
し
て
も
干
ば
つ
が
起
こ

る
。
し
か
も
地
元
の
農
民
た
ち
は
灌
漑
設
備

も
な
く
、
天
候
任
せ
の
農
業
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
食
料
を
支
給
す
る
代
わ
り
に
、
次

の
飢
饉
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
労
働
を

農
民
に
義
務
づ
け
た
の
が
、
フ
ー
ド
・
フ
ォ

ー
・
ワ
ー
ク
の
は
じ
ま
り
で
す
。

Ｃ
Ｆ
Ｗ
の
メ
リ
ッ
ト

と
こ
ろ
が
、
食
料
は
重
い
、
か
さ
ば
る
な

ど
取
り
扱
い
が
不
便
な
こ
と
か
ら
、
現
金
を

用
い
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｃ

Ｆ
Ｗ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｆ
Ｗ
の
趣
旨
は
、
も
と
も
と
よ
り
良
い

復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続

け
て
い
く
う
ち
に
、
そ
れ
以
外
の
メ
リ
ッ
ト

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
一

人
ひ
と
り
が
働
く
こ
と
で
経
済
的
に
豊
か
に

な
り
、
災
害
に
も
強
く
な
り
、
自
己
決
定
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
点
で

す
が
、
単
に
物
資
を
配
る
よ
り
も
、
お
金
を

配
っ
た
ほ
う
が
、
地
域
経
済
の
起
爆
剤
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
経
済
の
観
点
か

ら
い
え
ば
、
被
災
者
を
雇
用
す
る
こ
と
で
そ

の
お
金
は
被
災
地
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
景
気
対
策
と
し
て
の
効
果
は
む
し
ろ
公

共
事
業
よ
り
も
高
い
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
そ
う
し
た
議
論
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。三

つ
目
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
資
産

の
復
興
に
資
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
経
済
を

刺
激
す
る
と
い
う
点
で
は
、
義
援
金
に
も
同

じ
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
す
が
、

Ｃ
Ｆ
Ｗ
と
の
違
い
は
、
被
災
者
が
働
い
た
分

だ
け
地
域
が
良
く
な
る
と
い
う
点
で
す
。
イ

ン
フ
ラ
が
元
に
戻
る
、
被
災
者
同
士
の
支
え

合
い
が
起
こ
る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

四
つ
目
は
、
食
料
の
現
物
支
給
に
比
べ
て
、

管
理
が
容
易
で
あ
る
点
で
す
。
さ
ら
に
短
期

的
な
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
、
被
災

者
の
負
債
を
軽
減
す
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い

の
が
、
復
興
へ
の
被
災
者
の
参
加
と
統
合
を

促
す
と
い
う
点
で
、
被
災
者
の
精
神
面
へ
の

効
果
も
高
い
こ
と
で
す
。

一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

第
一
に
自
立
的
な
経
済
復
興
を
阻
害
す
る
危

険
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
外

部
の
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
市
場
経
済
と
は
別
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
動

い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
炊
き
出
し
を
Ｃ

Ｆ
Ｗ
で
実
施
し
た
場
合
、
地
元
で
飲
食
店
が

立
ち
上
が
っ
た
と
き
に
競
合
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

腐
敗
、
汚
職
が
起
き
や
す
い
点
も
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
岩
手
県
の
山
田

町
で
緊
急
雇
用
の
受
託
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
不
正
経
理

事
件
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ま
っ
た
く
無
関

係
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
文
化
に
対
し
て
負
の
影
響
を
も
た

ら
し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
町
内
会
な
ど
の
自
発
的
な
活

動
を
阻
害
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
さ

ら
に
Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
、
働
け
る
人
で
な
け
れ
ば
支

援
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
働
け
な
い
高
齢
者
、

傷
病
者
、
障
が
い
者
な
ど
は
必
ず
し
も
対
象

に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
働
け
な
い
人
向
け
の
支

援
が
別
途
用
意
さ
れ
る
こ
と
が
Ｃ
Ｆ
Ｗ
の
前

提
と
し
て
必
要
で
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
依
存
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
デ
メ
リ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
ら
に
お
金
の
管
理
に

伴
う
安
全
上
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

被
災
地
雇
用
を
下
支
え
す
る
「
日

本
版
Ｃ
Ｆ
Ｗ
」

日
本
で
も
こ
の
Ｃ
Ｆ
Ｗ
を
実
施
す
べ
き
こ

と
を
震
災
後
、
早
々
に
提
言
し
ま
し
た
。
厚

生
労
働
省
の
尽
力
に
よ
り
、「『
日
本
は
ひ
と

つ
』
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
雇
用
創
出
基
金
事
業
を
活
用
し
て
、
Ｃ

Ｆ
Ｗ
に
近
い
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
日
本
版
Ｃ
Ｆ
Ｗ
」
と
も
い
う
べ
き

雇
用
創
出
基
金
事
業
が
被
災
地
の
雇
用
を
下

支
え
し
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
昨
年
末
ま
で
、
被
災

三
県
で
新
規
に
就
職
さ
れ
た
方
が
約
二
七
万

人
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
雇
用
創
出
基
金
事

業
で
雇
用
さ
れ
た
方
は
約
二
割
に
あ
た
る
六

万
人
弱
い
ま
す
。
基
金
事
業
が
な
け
れ
ば
、

そ
の
分
被
災
地
の
人
口
流
出
を
加
速
さ
せ
て

い
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
意
味
で
も
基
金
事

業
が
被
災
地
の
復
興
に
果
た
し
た
役
割
は
決

し
て
小
さ
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
金
事
業
の
効
果
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
働
い
て
い
る
方
に
と
っ
て
の

精
神
的
な
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
事
例
を
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ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
県
の
絆
づ
く
り
応
援
事
業

先
ほ
ど
小
野
さ
ん
か
ら
の
ご
報
告
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
福
島
県
で
は
「
絆
づ
く
り
応

援
事
業
」
と
い
う
基
金
事
業
を
使
っ
た
大
規

模
な
雇
用
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

県
内
を
六
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
リ
ア
で
人
材
派
遣
会
社
に
委
託
し
雇
用

を
創
出
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
二
〇
一
一

年
度
は
五
八
五
五
人
の
雇
用
実
績
を
あ
げ
、

二
〇
一
二
年
度
も
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
実
績
を

あ
げ
て
い
ま
す
か
ら
、
合
計
で
一
万
人
と
い

う
か
つ
て
な
い
規
模
の
雇
用
を
創
出
し
て
い

ま
す
。

昨
年
四
月
に
、
私
が
代
表
を
務
め
る
一
般

社
団
法
人
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
で
、
同
事
業
で
雇
用
さ
れ
て
い
た

一
一
三
三
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
わ
か
っ
た
こ

と
を
何
点
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
点
目
と
し
て
、
絆
づ
く
り
応
援

事
業
は
被
災
失
業
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
一
定
の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
震
災
以
前
の
職
業
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
方

は
二
七
％
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
方
で
、

た
と
え
ば
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
派
遣
社
員
、
あ
る
い
は
自
営
業
者
と

い
っ
た
い
わ
ゆ
る
従
来
の
雇
用
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
に
守
ら
れ
て
い
な
い
方
々
が
、
こ

の
事
業
で
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象
に
震
災
前
の

仕
事
を
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
震
災
に
起
因
し
て
仕
事
を
辞
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
方
が
、
半
数
以
上
い
ま

し
た
（
図
２
）。

原
発
避
難
者
の
就
業
確
保
に
も
貢
献

二
点
目
は
、
同
事
業
は
、
原
発
避
難
者
の

就
業
機
会
の
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う

点
で
す
。
福
島
県
に
は
原
発
事
故
の
影
響
で

強
制
的
に
故
郷
を

追
わ
れ
、
仕
事
も

失
わ
れ
た
方
が
大

勢
い
ま
す
。

私
の
推
計
で
は
、

県
内
の
総
失
業
者

に
占
め
る
原
発
避

難
者
の
割
合
は
約

二
○
％
強
で
し
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
同
事

業
で
雇
用
さ
れ
た

避
難
生
活
者
の
割

合
は
約
三
割
と
な

っ
て
お
り
、
相
対

的
に
原
発
避
難
者

が
高
い
割
合
を
占

め
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
（
図
３
）。

そ
の
理
由
を
推

測
す
る
と
、
い
つ

か
故
郷
に
戻
り
た

い
と
思
っ
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
、
短
期
雇
用
の
ほ
う
が
あ
り

が
た
い
。
一
般
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ

る
雇
用
は
短
期
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
弱
点

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
に
と

っ
て
は
む
し
ろ
短
期
雇
用
は
メ
リ
ッ
ト
で
す

ら
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

被
雇
用
者
の
業
務
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も

三
点
目
で
す
。
緊
急
雇
用
と
い
う
名
前
か

ら
、
と
に
か
く
仕
事
に
就
か
せ
る
こ
と
が
大

事
で
、
求
職
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
も
な
い
仕
事
に
就
か
さ
れ
る
と
の

印
象
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
内
容
に
つ
い
て
も
、

が
れ
き
撤
去
な
ど
肉
体
労
働
ば
か
り
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
実
は
創
出
さ
れ

る
事
業
の
約
四
割
は
事
務
系
の
仕
事
で
す
。

軽
作
業
業
務
も
一
八
％
で
す
。
こ
れ
に
は
先

ほ
ど
の
報
告
に
も
あ
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
見
守
り
業
務
や
放
射
線
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
業
務
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
労
働
者
の
約
六
割
が
被
災
前
の

就
業
経
験
が
「
非
常
に
活
か
さ
れ
て
い
る
」

ま
た
は
「
多
少
活
か
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え

て
お
り
、「
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
る

人
は
む
し
ろ
少
数
で
す
。
つ
ま
り
、
絆
事
業

で
は
、
労
働
者
と
業
務
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
あ

る
程
度
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
４
）。

四
点
目
は
、
絆
事
業
で
多
く
の
労
働
者
が

精
神
的
な
充
足
を
得
て
い
る
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、「
被
災
者
同
士
の
連
帯
感
を
高
め
て

い
る
」「
ふ
く
し
ま
へ
の
愛
着
が
高
ま
っ
た
」

「
し
ご
と
が
あ
る
こ
と
で
将
来
へ
の
希
望
が

持
て
て
い
る
」
な
ど
の
項
目
で
は
、
半
数
以

上
が
「
と
て
も
そ
う
思
う
」
ま
た
は
「
そ
う

思
う
」と
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
い
ま
す（
図

５
）。

2013/03/13
© Shingo Nagamatsu

震災前の仕事を続けられなかった
理由(N=414)

震災以前の就業 (N=894)

2013/03/13
© Shingo Nagamatsu

避難生活の有無(N=877)

図２　�絆事業は被災失業者のセーフティネットとして一定の機能をして
いる。

図３　絆事業は原発避難者の就業機会の確保に貢献している
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そ
う
し
た
意
味
で
は
、
先
行
研
究
が
指
摘

す
る
よ
う
に
被
災
者
が
被
災
地
復
興
の
た
め

に
雇
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
被
災
者
を

前
向
き
に
し
、
復
興
に
向
け
て
団
結
さ
せ
る

機
能
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
や
労
働

者
の
ケ
ア
を

と
こ
ろ
が
、
一
方
で
課
題
も
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、「
支
援
に
入
っ
た
仮

設
団
地
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
性
化
し

て
い
る
」
ま
た
は
「
絆
事
業
は
町
内
会
・
自

治
会
な
ど
地
元
の
自
発
的
な
活
動
と
連
携
で

き
て
い
る
」
で
は
、
肯
定
的
な
評
価
も
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
も
の

に
比
べ
る
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
か
ら
言
え
る
の
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
の
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

雇
用
さ
れ
た
方
々
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

業
務
を
代
行
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
自
主
性
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自

由
記
述
欄
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
労

働
者
に
対
す
る
ケ
ア
の
必
要
性
で
す
。
た
と

え
ば
、
被
災
者
が
被
災
者
を
ケ
ア
す
る
の
は

美
し
い
こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
仮
設
住

宅
の
入
居
者
か
ら
辛
い
経
験
を
打
ち
明
け
ら

れ
る
こ
と
で
、
自
身
の
思
い
出
も
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
い
は
、
福
島
県
固
有
の
事
情
と
し
て
、

放
射
線
の
測
定
業
務
に
従
事
し
て
い
る
労
働

者
の
中
に
は
、
被
ば
く
の
不
安
を
訴
え
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
部
分
の
ケ
ア
を

今
後
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

被
災
者
の
地
位
の
低
さ
も
問
題

三
つ
目
は
、

就
職
支
援
会

社
や
行
政
の

対
応
の
改
善

で
す
。
緊
急

雇
用
に
対
し

て
、
世
間
で

は
「
仕
事
の

な
い
人
を
雇

っ
て
あ
げ
て

い
る
」「
能
力

の
な
い
人
を

税
金
で
食
わ

せ
て
や
っ
て

い
る
」
と
い

っ
た
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
評
価

が
流
布
さ
れ

て
お
り
、
そ

う
し
た
中
で
、

自
身
が
雇
用

さ
れ
て
い
る

就
職
支
援
会

社
あ
る
い
は

業
務
委
託
元

の
自
治
体
職
員
か
ら
蔑
視
さ
れ
て
い
る
と
の

意
見
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
日
、

私
が
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
一
番
申
し
上
げ
た

い
こ
と
の
一
つ
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々

が
大
変
な
状
況
に
あ
る
中
で
、
失
業
者
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で
軽
蔑
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

賞
賛
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
被
災
者
の
地
位
が
低
い
の
は
問
題
で

す
。
彼
ら
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
今
の

被
災
地
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

労
働
者
の
精
神
的
充
足
を
高
め
る

要
因ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
労
働
者

の
精
神
的
充
足
を
高
め
る
要
因
を
分
析
し
ま

し
た
。
結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
①
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
②
震
災
前
に
正
社
員

と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
③
「
福
島
の
復
興

に
貢
献
し
た
い
」「
新
し
い
経
験
や
ス
キ
ル
を

獲
得
し
た
い
」
と
い
っ
た
動
機
が
あ
る
こ
と

④
被
災
者
と
の
接
触
の
機
会
が
あ
る
こ
と
⑤

教
育
・
指
導
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
こ
と
―

―
の
五
点
で
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
逆
の
結
果
を
予
測
し
て

い
た
の
で
す
が
、
む
し
ろ
前
向
き
な
性
格
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
震
災
前
に
正
社
員
の
職
に

就
け
た
と
の
見
方
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
④
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
同
士
で
接
触

す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
も
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
自
分
自
身
が
前
向
き
に
な
れ
る
な
ど
、
精

神
的
な
充
足
を
得
る
上
で
の
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
⑤
に
つ
い
て
は
、

雇
い
っ
放
し
で
は
な
く
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
の
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
重
要
な
要

2013/03/13
© Shingo Nagamatsu

震災前の就業経験（N=868)絆事業での採用業務（N=845)

2013/03/13
© Shingo Nagamatsu

絆事業に対する評価（N=894）

図４　絆事業の被雇用者と業務のマッチングはある程度機能している。

図５　絆事業によって多くの労働者が精神的な充足を得ている。
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先
日
、
他
県
で
講
演
し
た
際
、
福
島
か
ら

避
難
し
て
い
る
お
母
さ
ん
や
そ
の
お
子
さ
ん

た
ち
の
声
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

ず
、多
か
っ
た
の
が「
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
」

「
早
く
福
島
に
帰
り
た
い
」「
も
っ
と
飯
舘
村

で
暮
ら
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。

県
外
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
人
に
も
、
私

の
よ
う
に
福
島
に
留
ま
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
る
人
に
も
、
震
災
の
も
た
ら
し
た
影
響
は

大
き
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

さ
て
、
私
の
活
動
は
、
飯
舘
村
で
「
女
性

も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
自
分
た
ち

の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
く
」
と
の

考
え
に
基
づ
く
「
地
域
づ
く
り
」
が
原
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
参
加
の
き
っ
か
け
と

経
緯私

が
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
、
一
九
九
三
年
に
「
飯
舘
村
第
四
次
総
合

計
画
」
の
地
区
別
計
画
策
定
・
推
進
委
員
に

な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の
計
画

は
各
行
政
区
に
配
布
さ
れ
た
補
助
金
を
も
と

に
住
民
と
行
政
が
地
域
づ
く
り
を
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
当
時
は
、
女
性
が
こ
う
し
た

場
で
、
表
舞
台
に
立
っ
て
発
言
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
馴
染
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
周
囲

の
す
す
め
で
、
女
性
で
も
主
役
に
な
っ
て
活

躍
で
き
る
の
だ
と
思
い
直
し
、
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。

当
時
は
、「
平
成
の
大
合
併
」
と
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
市
町
村
合
併
が
盛
ん
な
時
代
で

し
た
。
飯
舘
村
の
合
併
に
つ
い
て
、
当
時
の

村
長
か
ら
、
彼
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
村
民

企
画
会
議
」
の
委
員
と
し
て
検
討
に
参
加
す

る
よ
う
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

合
併
の
是
非
に
つ
い
て
、
村
の
意
見
が
二

分
す
る
中
で
、
私
自
身
は
村
を
な
く
し
た
く

な
い
と
の
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
合
併

法
定
協
議
会
に
も
普
通
の
主
婦
で
あ
る
私
が
、

区
長
会
会
長
、
商
工
会
会
長
な
ど
男
性
ば
か

り
の
場
に
混
じ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私

は
「
飯
舘
村
で
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、

飯
舘
村
は
合
併
を
せ
ず
、
自
立
す
る
道
を
選

び
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
私
の
中
に
、

地
域
づ
く
り
で
夢
や
目
標
を
定
め
、
そ
れ
を

い
か
に
具
現
化
す
る
か
と
の
思
考
回
路
が
養

わ
れ
ま
し
た
。

「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も

研
究
会
」
を
発
足

自
立
の
道
を
選
ん
だ
翌
年
、
二
○
○
五
年

六
月
に
「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も
研

究
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
飯
舘

村
出
身
の
菅
野
元
一
さ
ん
と
い
う
当
時
農
業

高
校
の
先
生
を
し
て
い
た
方
が
、「
自
立
を
選

ん
だ
飯
舘
村
の
地
域
振
興
の
た
め
に
」
約
三

○
年
か
け
て
育
種
し
、
品
種
登
録
し
た
じ
ゃ

が
い
も
「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
」
と
か
ぼ
ち
ゃ

「
い
い
た
て
雪
っ
娘
」
を
提
供
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
地
元
の
農
業
委
員
会
と
菅
野

氏
の
話
し
合
い
の
中
で
発
足
が
決
ま
り
ま
し

た
。所

用
で
会
の
設
立
総
会
に
一
○
分
ほ
ど
遅

れ
て
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
会
長
以
外

の
ポ
ス
ト
は
埋
ま
っ
て
お
り
、
自
分
に
は
会

長
は
向
か
な
い
と
思
っ
た
も
の
の
、
と
に
か

く
ポ
ス
ト
が
埋
ま
ら
な
い
こ
と
に
は
話
が
進

ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

原
発
事
故
で
村
で
の
生
産
が
不
可

能
にと

こ
ろ
が
会
長
就
任
後
、
会
設
立
の
言
い

出
し
っ
ぺ
だ
っ
た
農
業
委
員
会
会
長
を
は
じ

め
、
農
業
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
軒
並
み
脱

退
し
て
し
ま
い
、
私
は
「
自
分
の
ど
こ
が
悪

い
の
だ
ろ
う
」
と
悩
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
後
ま
で
残
っ
て
く
れ
た
農
業

福
島
で
生
き
・
福
島
で
育
み
・
福
島
か
ら
繋
い
で
行
く

と
い
う
事

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
会
長
／
元
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も
研
究
会
会
長

�

渡
邊 

と
み
子

事 例 報 告 ①
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
と
め
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
時
限
的
措
置
と

し
て
、
た
ま
た
ま
基
金
が
残
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
の
巨
大
地
震
―
首
都
直
下
型
地
震
、

あ
る
い
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
か
も
し
れ

ま
せ
ん
―
が
起
き
た
と
き
、
そ
れ
が
残
っ
て

い
る
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
の
震
災
で
基
金
が
果
た
し

た
役
割
を
み
れ
ば
そ
の
有
用
性
は
明
白
で
、

常
設
の
制
度
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
際
に
は
「
雇
用
対
策
」
と
し
て
で
は
な
く
、

「
災
害
対
策
」
あ
る
い
は
「
復
興
対
策
」
と

し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
私
を
励
ま
し
て
く
れ

た
こ
と
や
、
飯
舘
村
か
ら
世
界
に
通
用
す
る

も
の
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
の
育
種
者
菅

野
氏
の
熱
意
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
と
の
思

い
か
ら
、
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
海
外
に
輸
出
で
き
る
ほ
ど
の
販

売
ル
ー
ト
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
年

の
一
月
に
会
を
発
展
的
に
解
散
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

会
で
は
、
二
○
○
七
年
四
月
に
加
工
施
設

「
ま
で
い
工
房
美
彩
恋
人（
び
さ
い
れ
ん
と
）」

を
立
ち
上
げ
、「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
」
や
「
い

い
た
て
雪
っ
娘
」
の
加
工
販
売
を
手
が
け
ま

し
た
。
こ
の
「
美
彩
恋
人
」
は
、
研
究
会
メ

ン
バ
ー
た
ち
の
名
前
か
ら
一
字
ず
つ
も
ら
い
、

B
e S

ilent

を
も
じ
っ
て
つ
け
た
も
の
で
す
。

飯
舘
村
の
女
性
が
強
い
と
は
い
え
、
世
の
中

に
物
申
し
た
り
、
事
業
を
興
す
こ
と
に
対
し

て
、
た
く
さ
ん
の
誹
謗
中
傷
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
のB

e S
ilent

に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
つ

い
て
詳
し
く
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
お
察
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
起
業
は
資
金
の
な
い
私
に
と
っ
て
、

つ
ら
い
も
の
で
し
た
。
当
初
は
仲
間
同
士
で

加
工
施
設
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、「
農
家
の
か
ー
ち
ゃ
ん
」
た
ち

は
お
金
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
む
な

く
私
自
身
が
代
表
に
な
っ
て
、
加
工
施
設
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
感
覚
で
は
、
ダ
メ
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
が
よ
う
や

く
世
の
中
に
出
せ
る
と
思
っ
た
矢
先
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
種
芋
生
産
は
国
家
で
厳
し
く
管
理
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
認
可
を
得
る
た
め
、
馬

鈴
薯
植
物
防
疫
補
助
員
に
な
り
、
種
芋
生
産

に
関
わ
り
ま
し
た
。
飯
舘
村
で
の
原
種
栽
培

が
合
格
に
な
り
、
二
○
一
一
年
度
産
で
採
種

が
合
格
す
れ
ば
、
世
の
中
に
出
せ
る
と
い
う

段
階
に
き
た
と
き
、
原
発
事
故
が
起
き
た
の

で
す
。

二
○
一
一
年
三
月
の
時
点
で
、
私
は
自
主

避
難
し
な
が
ら
県
の
職
員
に
相
談
し
、
種
芋

を
植
え
る
た
め
の
土
地
を
必
死
に
探
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
五
月
に
は
避
難
先
で
畑
を

借
り
て
種
を
ま
き
、
未
来
に
つ
な
げ
る
種
を

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
始
動

そ
ん
な
中
、
か
ね
て
か
ら
飯
舘
村
の
地
域

づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
福
島
大
学
の
先
生

か
ら「
と
み
子
さ
ん
、今
ど
う
し
て
い
る
の
」

と
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
直
接
お
会
い
し

て
、「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
構
想
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
原
発
事

故
で
、
飯
舘
村
と
同
じ
よ
う
に
畑
も
加
工
場

も
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ー
ち
ゃ
ん
達
に
食

に
関
す
る
技
や
味
を
伝
え
、
地
域
を
元
気
づ

け
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

震
災
前
、
私
は
飯
舘
、
浪
江
、
葛
尾
、
都

路
、
川
内
な
ど
国
道
三
九
九
号
線
が
通
る
町

村
と
連
携
し
て
「
い
な
か
み
ち
活
性
化
共
同

体
」
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
こ
れ
ら
の
町
村
の
か
ー
ち
ゃ
ん
達
を
一

人
ひ
と
り
訪
ね
歩
き
、
構
想
を
伝
え
ま
し
た
。

当
初
、
か
ー
ち
ゃ
ん
達
か
ら
は
、「
先
の
見
え

な
い
中
、
こ
の
先
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え

ら
れ
な
い
」「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
の
を
使

え
ず
、
他
の
産
地
の
も
の
を
買
っ
て
ま
で
生

産
は
し
た
く
な
い
」
と
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
ば

か
り
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん

な
中
で
も
、「
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
の
足
で
も
う
一
度
立
ち
上
が
り
た
い
」

と
の
声
も
上
が
り
始
め
ま
し
た
。

二
○
一
一
年
一
一
月
に
か
ー
ち
ゃ
ん
の

力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
会
を
開
催
し
た

時
、
私
は
保
健
所
の
許
可
が
い
ら
な
い
餅
と

漬
け
物
の
生
産
を
提
案
し
、「
結
も
ち
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
豆
腐
と
胡
桃
で
味
付
け
し
た
「
さ

い
餅
」
や
荏
胡
麻
を
使
っ
た
「
じ
ゅ
う
ね
ん

餅
」
を
つ
く
る
予
定
で
し
た
が
、
当
時
、
福

島
県
の
玄
米
か
ら
国
の
基
準
の
五
○
○
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
原

料
と
し
て
使
え
な
い
状
態
で
し
た
。
困
っ
て

い
た
と
こ
ろ
へ
新
潟
県
石
打
地
区
か
ら
「
中

越
地
震
で
お
世
話
に
な
っ
た
お
返
し
で
す
」

と
、
餅
米
と
青
肌
大
豆
の
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
か
げ
で
か
ー
ち
ゃ
ん

達
に
笑
顔
が
戻
り
、「
ま
た
や
り
た
い
」
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
雇
用
再
生
創
出
モ
デ
ル
事
業

に
申
請

私
は
、
福
島
大
学
の
小
規
模
自
治
体
研
究

所
の
契
約
職
員
と
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、
契
約
期
限
は

二
○
一
二
年
の
三
月
ま
で
で
し
た
。
福
島
大

学
の
先
生
方
は
期
限
が
終
了
し
て
も
何
と
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
た
い
と
、
県
の
地

域
雇
用
再
生
創
出
モ
デ
ル
事
業
に
申
請
し
て

く
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
県
に
採
択
さ
れ
、
二
○

一
二
年
四
月
に
は
、
下
は
三
○
歳
か
ら
上
は

七
四
歳
ま
で
の
一
二
人
を
雇
用
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
私
自
身
は
、
モ
デ
ル
事
業
に
申

請
す
る
際
、
自
分
の
名
前
を
事
業
の
代
表
者

と
し
て
登
録
し
て
い
た
た
め
、
経
営
者
と
み

な
さ
れ
、
賃
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
伝
え
ま
す　

届
け

ま
す　

広
め
ま
す　
『
故
郷
の
味
』」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
弁
当
や
漬
け
物
、
菓
子
の

加
工
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
弁
当
は
、

福
島
医
大
の
先
生
や
栄
養
士
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
カ
ロ
リ
ー
を
五
五
○
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
未
満
、
塩
分
を
三
グ
ラ
ム
未
満
に
抑
え
、

「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
弁
当
」
と
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
に
私
が

「
い
い
た
て
雪
っ
娘
」
を
販
売
す
る
際
、「
飯

舘
村
の
名
前
を
出
す
の
か
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
「
出
し
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

出
す
か
ら
に
は
、
自
分
達
で
安
全
基
準
を
決

め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
世
界
の
中
で

も
厳
し
い
と
言
わ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
基
準

（
野
菜
一
キ
ロ
あ
た
り
四
○
ベ
ク
レ
ル
未
満
）

よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
「
一
キ
ロ
あ
た
り
二

○
ベ
ク
レ
ル
未
満
」
と
い
う
基
準
を
設
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
か
ー
ち
ゃ
ん
の
基
準
に

も
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
自
立
に
向
け
て
の
課
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
将
来
に
つ
い
て
、
い
つ

ま
で
も
助
成
金
や
補
助
金
頼
み
と
い
う
わ
け

に
も
い
か
な
い
の
で
、
今
後
の
自
立
に
向
け

た
課
題
を
あ
げ
ま
し
た
。

ま
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
組
織
「
か

ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」

の
あ
り
方
で
す
。
現
在
は
任
意
団
体
な
の
で

個
人
事
業
主
と
み
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
契

約
を
結
ぶ
の
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は

法
人
格
の
取
得
に
向
け
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
、
上
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で
は
な

く
、「
自
分
達
の
こ
と
は
自
分
達
で
考
え
て
行

動
す
る
」
と
の
意
識
付
け
を
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
す
。
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次
に
経
営
感
覚
・
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
養
成

で
す
。
自
立
の
た
め
に
は
、
利
益
を
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
ー
ち
ゃ
ん
達
に
は
、

「
原
価
計
算
を
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」
と
伝

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援
を
受
け
な
が
ら

地
域
の
方
々
と
も
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
両
立
す
る
た
め
の
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

私
個
人
の
課
題
と
し
て
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
で
あ
る
私
は
給
料
も

保
障
も
な
い
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
活
動
に
限
界
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
ら
な
い
よ
う
、
な

ん
と
か
自
分
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
状
態
で
す
。

最
後
に
私
が
つ
く
っ
た「
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
に
し
た
の
」

と
い
う
詩
を
ご
紹
介
し
て
締

め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
が
本
当
に
苦
し

い
中
で
、
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク

や
い
い
た
て
雪
っ
娘
を
育
て

て
い
る
時
に
、
ふ
と
書
い
た

詩
で
す
。
苦
し
い
と
き
に
は

こ
れ
を
読
み
な
が
ら
、
原
点

を
振
り
返
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
の
「
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
に
し
た
の
」
は
、
災
害
の

後
で
も
諦
め
な
い
で
生
き
て

い
く
と
の
覚
悟
を
示
し
た
も

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
い
つ

福
島
に
帰
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
戻
れ
る
人
、
戻
れ
な

い
人
た
ち
が
い
る
な
か
で
、

か
ー
ち
ゃ
ん
達
の
つ
な
が
り

を
ど
の
よ
う
に
保
つ
か
。

ふ
る
さ
と
を
な
く
し
た
人
の
中
に
飯
舘
村

で
キ
ム
チ
を
つ
く
っ
て
い
た
高
橋
ト
ク
子
さ

ん
と
い
う
七
四
歳
の
女
性
が
い
ま
す
。
彼
女

が
、
飯
舘
村
に
戻
り
、
土
を
耕
し
て
、
再
生

す
る
に
は
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

た
か
ー
ち
ゃ
ん
達
の
一
人
ひ
と
り
の
歴
史
を

き
ち
ん
と
残
し
て
あ
げ
る
の
が
私
の
新
し
い

夢
で
す
。
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私
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ

た
の
は
二
○
○
三
年
か
ら
で
す
。
当
時
の
県

知
事
だ
っ
た
増
田
寛
也
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
力
に
推
進
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
乗
っ
か
る
か
た
ち
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
翌
二
○
○
四
年
に
は
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
、
行
政
・
市
民
・
企

業
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
べ

く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

シ
ー
ト
１
の
上
半
分
は
、
私
た
ち
が
作
っ

た
「
ま
ち
か
ど
交
流
施
設
」、下
半
分
は
「
ま

ち
な
か
交
流
施
設
」
で
す
。
上
は
市
民
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
下
は
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
に
釜
石
に
訪
れ
る
方
が
情
報
を
得
る

た
め
の
施

設
と
し
て

展
開
し
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
セ
ミ

ナ
ー
や
小

学
校
で
の

キ
ャ
リ
ア

教
育
事
業
、

福
祉
作
業

所
に
よ
る

バ
ザ
ー
な

ど
も
開
催

し
て
い
ま

し
た
。

二
○
一

一
年
三
月

一
一
日
、

釜
石
市
内

で
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い
る
時
に
、

震
災
が
発
生
、
続
い
て
津
波
が
襲
来
し
ま
し

た
。
シ
ー
ト
２
は
震
災
後
の
＠
リ
ア
ス
Ｎ
Ｐ

Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
同
じ
町
内
に
私

が
経
営
す
る
お
菓
子
屋
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

二
階
天
井
ま
で
ほ
ぼ
水
に
浸
か
る
よ
う
な
状

態
で
し
た
。

被
災
地
で
の
居
場
所
づ
く
り

震
災
後
、
三
月
中
に
メ
ン
バ
ー
の
安
否
が

確
認
で
き
ま
し
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
支

援
に
来
て
い
る
中
で
、
自
分
達
は
何
も
し
な

い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
な
」
と
思
い
、

四
月
三
日
か
ら
仮
事
務
所
を
借
り
て
、
活
動

を
再
開
し
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、
被
災
地

域
へ
の
物
資
の
配
送
で
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
を
活
用
し
て
、
釜
石
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
を

発
信
し
、
集
ま
っ
た
物
資
を
配
送
し
て
い
ま

し
た
。

倒
壊
し
た
本
部
の
跡
地
に
は
現
在
、
建
築

家
の
伊
東
豊
雄
さ
ん
が
設
計
し
た
「
み
ん
な

の
家
」
が
建
っ
て
い
ま
す
（
シ
ー
ト
３
）。

伊
東
さ
ん
と
は
、
復
興
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
ご
一
緒
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
無

理
に
お
願
い
し
て
、
設
計
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
建
物
は
、
多
く
の
団
体
、
企
業

か
ら
支
援
を
い
た
だ
き
、
近
隣
住
民
の
憩
い

の
場
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

岩
手
県
釜
石
市
に
お
け
る
震
災
後
の
取
り
組
み
と
活

動
に
つ
い
て

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
＠
リ
ア
ス
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事　

鹿
野　

順
一

事 例 報 告 ②
シート１　交流施設かだって

シート２　＠リアスNPOサポートセンター
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シ
ー
ト
４
は
、
仮
設
商
店
街
の
近
く
に
あ

る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トde 

か
だ
っ
て
」
と

い
う
施
設
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
建
築
家
、
難

波
和
彦
さ
ん
が
設
計
し
た
も
の
で
、
二
○
一

二
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
日
本
複

合
カ
フ
ェ
協
会
の
支
援
で
パ
ソ
コ
ン
と
常
時

接
続
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
使
い
方
が
で
き
ま
す
。
震
災
後
、
市
内
の

ホ
テ
ル
な
ど
で
も
ネ
ッ
ト
回
線
が
不
足
し
て

い
た
た
め
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
釜
石

に
来
る
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仲
間
が
街
に
留
ま
る
た
め
に

次
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る
仕
事
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
被
災

者
の
雇
用
を
考
え
る
」
で
す
が
、
私
は
こ
の

「
雇
用
」
と
い
う
言
葉
に
は
か
ね
て
か
ら
違

和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
労
働
者
で
あ
れ
ば
仕

事
を
失
っ
て
も
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
な
事
業
主

は
何
も
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
商
店

街
の
多
く
の
事
業
主
は
、
街
の
経
済
が
悪
化

す
る
中
で
、
な
ん
と
か
商
売
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
津
波
で
す
べ
て
を
失
い
ま
し
た
。

町
の
復
興
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
地

域
の
経
済
を
立
て
直
す
の
が
最
優
先
だ
と
思

っ
て
お
り
、「
雇
用
の
場
の
確
保
」
と
い
う
考

え
に
は
馴
染
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
、
な
ぜ
、
あ
え
て

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
取
り
組
も
う
と
思
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
事
業
を
営
ん
で
い
た
仲

間
が
震
災
後
、
自
分
の
生
活
を
守
る
た
め
に

町
を
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
私
は
、
彼
ら
が
こ
の
街
に
留
ま
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
は
ま
ず
仕
事
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
の
仕
事
づ

く
り県

や
市
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し
た
事
業

で
す
が
、

一
つ
は

「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生
事

業
」
と
い

う
も
の
で
、

六
人
の
雇

用
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

内
容
は
、

地
域
情
報

紙
「
キ
ッ

ク
オ
フ
」

の
発
行
や

仮
設
住
宅
、

団
地
な
ど

で
の
交
流

イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す

る
も
の
で

す
。
ま
た
、

復
興
へ
向

か
う
被
災
地
の
様
子
を
ウ
ェ
ブ
や
写
真
で
紹

介
す
る
「
復
興
カ
メ
ラ
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
「
復
興
ま
る
ご
と
情
報
広
場

運
営
事
業
」
で
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
「
み

ん
な
の
家
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トde 

か
だ
っ

て
」
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
に
充

て
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
別
に
み
る
と
、
情
報
発
信
は
今

ご
紹
介
し
た
「
キ
ッ
ク
オ
フ
」、「
復
興
カ
メ

ラ
」、
ウ
ェ
ブ
の
三
種
類
で
す
。
事
業
の
メ

ン
バ
ー
は
総
勢
一
五
人
ほ
ど
で
す
が
、
地
域

で
何
か
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
聞
け
ば
、
取
材

し
て
ウ
ェ
ブ
や
紙
媒
体
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
で
は
、

支
援
に
来
て
い
る
方
の
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
も
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
団
地
支
援
連
絡
員
配
置
事
業
で

は
、
九
○
人
を
雇
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
釜

石
市
全
域
を
八
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
、
総

勢
約
八
○
人
の
支
援
連
絡
員
を
配
置
し
、
仮

設
住
宅
団
地
の
見
守
り
な
ど
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。
近
隣
の
大
槌
市
や
大
船
渡
市
で

は
、
独
自
に
事
業
を
実
施
す
る
の
が
困
難
な

た
め
、
北
上
市
が
代
行
し
て
い
る
の
で
す
が
、

釜
石
は
被
災
し
て
い
る
と
は
い
え
、
行
政
機

能
は
復
旧
が
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分
達

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
協

力
に
よ
り
、
仮
設
住
宅
支
援
連
絡
員
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
支
給
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
巡
回
先
の
様
子
を
把
握
で
き
る
と
と
も

に
、
市
役
所
の
担
当
者
と
も
情
報
が
共
有
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
就
業
を
支
援
す
る
事
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
七
カ
月
が
経
過
す
る

二
○
一
一
年
一
○
月
以
降
、
失
業
保
険
の
給

付
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
人
が
出
て
く
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
就
業
年
数
が

少
な
い
若
い
人
は
職
を
求
め
て
県
外
に
出
て

シート３　みんなの家・かだって

シート４　インターネットdeかだって
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行
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
す
。

釜
石
や
大
槌
の
事
業
所
に
話
を
聞
き
に
い

き
、
企
業
の
紹
介
や
求
人
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
情
報
を
地
域
に
特
化
す
る
か
た
ち
で
加

工
し
、
事
業
者
の
本
音
と
と
も
に
発
信
し
ま

し
た
。

ヤ
フ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
の

協
働
も

ま
た
、
事
業
者
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
組
ん
で
、
被
災
地
の
生

産
品
を
販
売
す
る
ウ
ェ
ブ
上
の
百
貨
店
「
復

興
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
の
協
働

で
「
東
北
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
被
災
者
の
就

業
に
向
け
、
Ｉ
Ｔ

ス
キ
ル
講
習
と
就

労
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し

た
。最

後
に
雇
用
・

就
労
に
関
す
る
今

後
の
課
題
に
つ
い

て
触
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。
先
ほ
ど

他
の
報
告
者
の

方
々
か
ら
も
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、

釜
石
市
で
も
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は

発
生
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状

況
下
で
は
、
求
職

者
個
人
と
事
業
者

の
個
別
ニ
ー
ズ
に

寄
り
添
っ
た
か
た

ち
で
、
丁
寧
な
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

確
実
な
就
業
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
実
施
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
重
要
な
役
割
を
担
い
、

ま
た
、
地
域
が
も
う
一
度
再
生
・
復
活
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

迅
速
な
次
の
就
職
先
の
用
意
を

緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
二
○
一
三
年
三
月

末
か
ら
随
時
終
了
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、

対
象
者
に
対
す
る
出
口
戦
略
が
ほ
と
ん
ど
な

い
ま
ま
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
終
了
期
限
と
と

も
に
再
び
失
業
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避

し
、
速
や
か
に
次
の
就
職
先
を
用
意
す
る
こ

と
が
街
の
復
興
に
対
し
て
の
、
現
在
実
行
す

べ
き
必
須
項
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

求
人
数
、
求
職
者
数
を
震
災
前
の
二
○
一

一
年
二
月
時
点
と
、
震
災
か
ら
一
年
半
が
経

過
し
た
二
○
一
二
年
九
月
時
点
で
比
較
す
る

と
、
求
職
者
数
は
震
災
前
の
水
準
ま
で
低
下

し
、
緊
急
雇
用
事
業
に
よ
る
雇
用
創
出
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
ま

た
、
求
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続

き
復
興
需
要
が
継
続
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

求
職
者
の
本
音
は

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
果
た
し
て
、
現
実

を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
震
災

後
一
年
か
ら
一
年
半
ま
で
の
求
職
者
数
の
推

移
を
み
る
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
お

そ
ら
く
そ
の
中
に
は
就
職
す
る
こ
と
を
諦
め

た
人
も
大
勢
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
釜
石
、
大
槌
エ
リ
ア
に
住
む
三
一

一
人
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
仕
事
選
び
で
一
番
重
視
す
る
の
は

「
仕
事
の
内
容
」
が
約
六
割
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
求
職
活
動
で
困
っ
た
事
と
し
て
「
希

望
す
る
求
人
が
少
な
い
」
こ
と
や
「
ス
キ
ル

に
不
安
が
あ
る
」
こ
と
を
あ
げ
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
（
図
）。

そ
の
た
め
、
仕
事
の
詳
細
を
把
握
し
、
希

望
に
合
致
す
る
も
の
を
紹
介
し
て
、
過
度
な

不
安
を
取
り
除
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
報
道
で
は
「
正
社
員
希
望
へ
の

偏
重
」
ば
か
り
強
調
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に

は
女
性
を
中
心
に
パ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
も
大
き

い
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、
あ
く
ま
で
緊
急

の
も
の
な
の
で
、
い
ず
れ
は
支
援
に
頼
ら
ず

雇
用
を
生
み
出
す
方
法
を
地
元
で
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
雇
用
さ
れ
る
方

が
雇
用
す
る
側
に
ま
わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ス
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
仕
組

み
、
受
け
皿
が
必
要
で
す
。

今
後
は
、
被
災
事
業
者
に
よ
る
地
域
経
済

の
復
興
促
進
と
長
期
的
な
継
続
雇
用
を
生
み

出
す
地
場
の
成
長
産
業
を
育
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

※当団体の緊急雇用事
業である“被災者就業
支援”チームが取得し
たアンケートよりデー
タ取得

■アンケート対象：

釜石・大槌エリアに住
む個人311名

■調査期間：H24/6～10
月

回答者の性別
性別 頻度 ％
男性 125 40.2
女性 186 59.8

希望する雇用形態※複数回答

頻度 ％
正社員 150 54.2
非常勤・契約社員 31 11.2
派遣社員 4 1.4
パート 53 19.1
アルバイト 5 1.8
自営業 12 4.3
その他 22 7.9
未回答 65

求職で重視する事 ※複数回答

頻度 ％ その他の内訳
仕事の内容 162 64.5 人員
給与 114 45.4 子供が小さいので土日が休み
勤務地 124 49.4 自分自身のやりがい
会社の安定性 49 19.5 職場環境
休日 73 29.1 経験を生かせる仕事
その他 15 6.0 保険、年金、ボーナス
未回答 60

求職活動で困った事 ※複数回答

頻度 ％
正社員の求人が少ない 98 45.2
希望する求人が少ない 135 62.2
応募書類の作成方法がわからない 1 0.5

0.631策対接面
8.26法方手入の報情人求

74安不にルキス 21.7
何から取り組めば良いかわからない 10 4.6

9.02いないが手相談相
どんな仕事がよいかわからない 18 8.3

9.651他のそ
49答回未

就職のため居住地を離れるか？
頻度 ％

はい 26 8.4
いいえ 186 60.0
こだわらない 41 13.2
未回答 57 18.4

-仕事選びで重視するのは「仕事の内容」だが、「希望する求人は少ない」「スキルに不安」があると感じて

いる。であるならば、仕事の詳細を把握し、希望に合致するものを紹介して、過度な不安を取り除く役割が

必要なのではないか。また、“正社員希望への偏重”が報道されることが多いが、実際には、女性を中心と

してパートのニーズも大きく、やはり個人により条件が異なる。

図　求職者の本音


